
 ２０１５年度ＪＲ東日本八王子支社の「鉄道係員に対する暴力行為」は４３件発生しており、ホームおよび改札で

の発生が全体の７割を占めています。また、6割以上が１９時以降の夜間に発生しており、加害者の６割が飲酒をし

ていました。 

 当社では首都圏の私鉄と「暴力行為防止ポスター」を作成し、駅構内や車内へ掲出して暴力行為をしないよう呼び

かけております。また、ガードマンの配置や防犯カメラなどの設置を行うとともに、トラブルが発生した際には早め

に警察官を要請し、暴力行為が発生した際には被害届を提出するなど、毅然とした対応をしています。 

２０１５年度「鉄道係員に対する暴力行為」について 

（４）加害者の年齢別（単位：人） （５）加害者の飲酒の有無（単位：人） 

２０１６年４月１３日 

東日本旅客鉄道株式会社 

八 王 子 支 社 

（１）発生件数の年度別推移（単位：件） 

（２）発生場所別件数（単位：件） 総計＝43件 

１．発生状況 

（３）発生時間別件数（単位：件） 総計＝43件 

43件 

28件/43件 約65% 

総計＝43件 総計＝43件 

44件 
40件 



○ 暴力行為防止ポスターの掲出 

＜期間＞ 夏季 ： ２０１５年７月１０日（金）～９月９日（水） 

       冬季 ： ２０１５年１２月７日（月）～２０１６年２月６日（土） 

＜内容＞首都圏の私鉄、警察とタイアップした「暴力行為防止ポスター『これらはすべて 

      暴力です』」を作成し、駅構内や車内へ掲出 

２．主な事例 

（２）石和温泉駅（駅社員） 

（４）川越車両センター（運転士） 

３．当社としての主な取組み 

○ ガードマンによる駅の巡回 

＜冬季ポスター＞ 

（５）武蔵野線車内（運転士） 

（３）中央線特急車内（車掌） 

 ３月１日（火） ８時２４分  ３０代男性    飲酒あり 

 車内点検時で下車しない男性旅客に対し駅社員と運転士計4名で対応した際、旅客が威圧的な態度で暴言等を言い、暴れ出した

ため取り押さえようとしたところ運転士が負傷した。（左尺骨近位骨折、右中指末節骨骨折、右手挫傷。全治3週間）  

（１）八王子駅（駅社員） 

 ４月２９日（水） １６時４０分  ４０代男性    飲酒あり  

自動改札機が閉まったことに激昂し、精算をお願いしたところ改札カウンターを蹴り暴れて財布や携帯電話を投げつけられた。 

（右前腕打撲 全治７日間）  

 ９月８日（木） ２１時２０分  ７０代男性    飲酒なし 

 川越車両センター構内の社用通路を通ろうとしていた公衆を注意したところ、背後より突き飛ばされた。 

（右円回内筋損傷 全治１ヶ月） 

 ８月１１日（火） １６時５０分  ３０代女性   飲酒あり 

 車内改札中にデッキで寝ていた旅客に声をかけたところ、いきなり顔面を殴られた。応援を呼びに一旦離れ、戻った際に再度殴ら

れた。（顔面打撲 全治３日間） 

 ６月２７日（土） ２１時１５分  ３０代男性   飲酒あり 

 改札で割り込みをした旅客と注意した旅客がトラブルとなり、止めに入った社員が壁に頭部を押し付けられた。 

（頭部打撲 全治７日間） 

＜夏季ポスター＞ 

○ 警察からの指導をいただく「防犯講習会」への参加 （2015年度実施分） 

＜箇所＞国分寺駅、武蔵小金井駅、西国分寺駅、甲府地区、八王子地区 

＜内容＞暴力行為に遭わないための初期対応、身の危険を感じた際の対処法 

＜防犯講習会＞ 

○ 当社では、社員への暴力行為に対して被害届を提出するなど、毅然とした対応を 

  とることとしています。 


